
～お客様と共に感動し、喜ぶ～

DXを実現するためのIT構想・企画
～まずは、業務・プロセスの可視化から始めよう！～

2022/6/30 共催セミナー DXを支える業務改革の鍵～最新プロセスマイニング活用法～

株式会社アイ・ティ・イノベーション
能登原 伸二
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1. 今の時代、何が起きているのか

3
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変化の激しい今の時代の現象

4

✓ テレワークの広がり
✓ Web会議、チャットでのコミュニ
ケーション

✓ 遠隔地で就業

①コロナを契機とした働き方

✓ 新ビジネスの創出
✓ 抜本的な業務改革
✓ 2025年の崖問題

②デジタル化とDXによる変革

③平等で公平な社会の実現

✓ ジェンダー平等
✓ コンプライアンス遵守

✓ 心理的安全性の高い組織

✓ SDGｓ
✓ 気候温暖化対策

④持続可能な世界の実現

組織

プロジェクト

個人

の在り方？
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デジタルトランスフォーメーション（DX）の定義

5

ITの浸透が、人々の生活をあらゆる面で
より良い方向に変化させる

2004年スウェーデンのウメオ大学のエリック・ストルターマン教授が提唱

デジタルトランスフォーメーション（DX）とは？

＜経済産業省から提示されたDXの定義＞
「企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用し
て、顧客や社会のニーズを元に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革する
とともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、競争
上の優位性を確立すること」

①データ
②デジタル技術

①製品やサービス、ビジネスモデル
②業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土

活用 変革
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価値獲得のためにデジタル技術活用

6

×

×
価値創造

顧客への
価値提案

価値提供の
プロセス

価値獲得

収益化→
利益化

支払意欲の
増大

コストの
低下

多様な収益源

・アイデア発想
・ビジネスモデル
・収益モデル

新たな価値創造

・業務の改革
・生産性向上

コスト低減の取組み
・定額制サブスクリプション
・従量制サブスクリプション
・メンバーシップ（会費）
・フリーミアム
・マッチメイキング など

新たな価値獲得:例

ビッグデータと最新デジタル技術の活用（Cloud, IoT, AIなど）

活用

※「収益多様性の戦略」既存事業を変えるマネタイズの新しいロジック：川上昌直著
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ビックデータ分析でできるようになること

7

従来 今後

定型
データ

↑

量

種類 →

↑

量

種類 →

扱えるデータ量が
大幅に拡大

①分析対象の
予測精度が向上

②分析結果を活用
してサービス向上新たな

テクノロジーで

定型
データ

非定型
データ

デジタル技術を活用し、競争優位を創り出し、利益を増大

Cloud、IoT、AIなどによりビックデータの分析が可能

✓ 定型データだけでなく、非定型データ（フリーテキスト、映像、音声など）も収集で
きることにより、様々な種類のデータ、膨大なデータを収集、蓄積できる

✓ よりスピーディーに膨大なデータを解析・分析できるため、高い精度で予測ができる
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２. IT構想・企画の必要性

8
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情報システムの重要性の変化

9

業務を
合理化する手段

目的

位置付け

求められる
効果

コスト削減、生産性向上

＋

企業競争力の獲得

システムが業務と一体となり

ビジネスを支える（DX）

“プラス”の効果重視（変革）

顧客サービス向上、

ビジネス機会の創出 など

コスト削減、生産性向上

システムで業務を改善

“マイナス”の効果重視（改善）

省力化、ペーパーレス化 など

戦略を
実現する手段

情報システムは、社会や企業において利用される範囲が拡大し、個別の業務合理化から、 DXに代表

されるような戦略的かつ重要なポジションを占めるようになってきた。

戦略を実現する情報システムを手に入れるためには、「ビジョン・戦略」「組織・役割分担」「
業務プロセス」「情報システム」をセットで検討し、ビジョン・戦略の実現や顧客への価値提供
へ向けた一連の事業活動にマッチした仕組みを十分吟味する事が重要。
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ビジョン・戦略と業務、情報システムの整合性

10

経営の課題対応型
（全体最適）

情報システム

ビジネス
戦略

現場の課題解決型
（個別最適）

IT戦略

ビジョン

情報システム

IT戦略

ビジネス
戦略

ビジョン

ビジョン・戦略達成に向けて一貫性
があり、整合がとれている

ビジョン・戦略と業務、情報システ
ム等の仕組みがかみ合っておらず、
不整合がおきている

ベクトルをビジョン・
戦略に合わせる

組織・業務組織・業務

整合がとれて
いるシステム

〇

不整合のある
システム

×
何のためのシス
テム化？という
目的が不明確

事業としてのなりたい姿、ありたい姿およびその実現に必要な要求を
IT構想・企画で明確にする

＜DX＞

・同時並行

・アジャイル
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DX、システム開発におけるIT構想・企画の位置づけ

11

業務改善

構想・企画
業務改善

業
務
・
シ
ス
テ
ム
運
用
／
保
守

シ
ス
テ
ム
開
発

IT
構想・
企画

IT戦略

ビジネス
戦略

・事業創出

・業務改革・改善

・事業創出
・業務改革・改善

構想・企画

運用計画・設計

要件定義

外部設計

内部設計

構築

テスト

移行・導入

テスト計画・設計

移行計画・設計

本番
稼動

対象範囲

✓ 情報システムは、ビジネス戦略・IT戦略と適合していなければならない。
✓ DXプロジェクトでは、情報システムの構想・企画に留まらないために、検討のス
コープが広がる。

プロジェクトの特性によって、プロジェクトのスコープも変化する。



Copyright (C) IT innovation,Inc. All rights reserved.Copyright (C) IT innovation, Inc. All rights reserved.

IT構想・企画を起因とする失敗パターン

12

IT構想・企画を適切に実施しないことによって、プロジェクトの失敗の大きな原因になる。

1.要求の
取りまとめ
（Why）

2.業務・システ
ムの概要定義
（What）

3.実現シナリオ
の策定
（How）

IT構想・企画

要件定義～ 開発

プロジェクトの実行

プロジェクト計画

【技術不適切型】
選定したツールや
サービスが複雑で
あったり、未成熟
であったため、品
質や生産性の悪化
をまねき、プロ
ジェクトが完成し
なかった。

【目的あいまい型】
目的があいまいで
あったため、ビジ
ネスに役立たない
システムが構築さ
れた。

【現行見えない型】
現行システムが未
調査で、現行業務
を保証するシステ
ム設計ができない。
また、現行システ
ムから新システム
への移行もできな
い。

【無理な計画型】
スケジュール、体
制、コストの検討
が不十分（実現性
未検証）で、無理
な計画を実行する
ことになり、品質
不良、コスト増の
負のサイクルと
なった。
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３. IT構想・企画とは

13



Copyright (C) IT innovation,Inc. All rights reserved.Copyright (C) IT innovation, Inc. All rights reserved.

IT構想・企画とは

IT構想・企画とは、「ビジネス戦略の達成に貢献する業務と情報システムの姿を明確化し、

実現シナリオを策定する」活動

IT構想・企画とは？

✓ ビジネス上の意思決定を行うトップ・マネジメントの理解と支援が不可欠。

✓ 多くのステークホルダーを巻き込み、要求を正しく理解する必要がある。

✓ ステークホルダーがコミュニケーションをとりながら意思決定にいたるというプロセスが大事。

✓ ステークホルダーが参加意識を持ち、IT構想・企画に対する理解を深め、ディスカッションを

通じて合意を形成していくことが重要。

IT構想・企画の重要ポイント

14
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IT構想・企画で実施すること

15

何のために
Why

どのような業務・システムを

どのように実現するか

What

How

ビジョン・戦略

ITプロジェクト

本気で目的・要求を考える

正しいプロジェクトを創る
（実現可能性の検証）
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アイ・ティ・イノベーションが考える「IT構想・企画プロセス」

16

IT構想・企画は、業務をとりまく環境と現状を理解し、情報システムをどのように活用できるか検討を行い、

実現化に向けての計画を立案すること。

※「何のために（Why）」「どのような業務・システムを（What）」「どのように実現するか（How）」を明確にする。

1. 要求の取りまとめ

1.1
ビジネスの
方向性を
理解する

1.2
現行の業務・
システムを
把握する

1.3
業務・システム
の要求を
概括する

3. 実現シナリオの策定2. 業務・システムの概要定義

2.1
業務プロセスとデ
ータの概要を可視

化する

2.3
技術的な

アーキテクチャ
を定義する

3.1
実現のシナリオ
を策定する

3.2
企画の承認
を得る

トップダウン
視点

ボトムアップ
視点

2.2
業務運用の

体制を定義する

2.5 ソリューション候補を評価する

2.4
移行を
検討する

シ
ス
テ
ム
企
画
書

ビジネスの方向性から見えるある
べき姿と、業務・システムの現状
から、必要な要求を洗い出し、そ
の要求を実現するソリューション
候補を検討する。

今後の業務の概要、必要となる役割や組織、
情報システムの構造、現状からの移行を検討
し、その実現性や効果を確認する。

新業務・システムを実現するシ
ナリオ（今後のプロジェクト定義、
リスク、マスタスケジュール、体制、
投資対効果など）を策定し、シ
ステム企画の承認を得る。

IT構想・企画の全体的な流れは、大きく3つのステップから構成される。
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４. IT構想・企画の主要な観点

17
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IT構想・企画実施の観点（主な特長）

18

無駄なIT投資に繋がりやすい「システム化ありき」の考え方から脱却するため
に、”要求”と”ソリューション”を段階的に検討する手法

企業価値の向上と現場の課題解決を両立する、トップダウンとボトムアップ2つ
の視点からの要求整理と体系化

観点の①、②を実行する上でも、業務とシステムの調査を実施して、可視化を図
り、課題・問題を把握することが必要

観
点
①

観
点
②

観
点
③
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観点①－トップダウンとボトムアップ視点からの要求分析手法

19

ボトムアップ観点でのユーザー部門の現場ニーズをそのまま次期システムに求められる要求とするのでは
なく、トップダウン観点によるビジネス戦略・目標からもあるべき姿を検討することで「自社ビジネスで
真に必要となる要求」を整理する。

経営者

ユーザ部門

ビジネス戦略・
目標

現行業務・システ
ムの問題、ニーズ

As Is
現状の姿

To Be
あるべき姿

要求

要求

要求

要求

トップダウン視点

ボトムアップ視点



Copyright (C) IT innovation,Inc. All rights reserved.Copyright (C) IT innovation, Inc. All rights reserved.

要求を体系的に整理しソリューションを検討（例）

20

要求（能力「～できる」／条件「～している」）

【ビジネス】
・殿様商売で商機を逃している
・コスト体質で利益率が低い

【Web販売部門】
・欲しい商品が見つけられな
い／見つけても品切れにより、
購入をあきらめるお客様が多
い

・利益体質を実現し、
商機を逃さず、収益
が20％向上している

・お客様は、欲しい商
品をストレスなく見
つけ、確実に購入し
ている

現状 あるべき姿

事業収益力の向上

売上増大
コスト削減

機会損失の低
減

Web上で簡単に欲し
い商品を見つけること
ができる

顧客満足度の向
上

お客様の不満や疑問は
すぐに解消できる

ビ
ジ
ネ
ス
要
求

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
要
求

【顧客サポート部門】
・経験の浅い部員が問い合わせ
対応に時間がかかり、お客様
を怒らせてしまっている

・お客様の不満や疑問
が解消されている

Webの使い勝
手がよく、わ
かりやすい

お客様の問合せに
スピーディーに対応
ができる

（問い合わせを
しなくても）お
客様自身で疑問
を解消できる

担当者のス
キルが強化
されている

経験の浅い部員の対応
を補うことができる

過去の問合
せ対応が参
考できる

……

Web販売シス
テムのレイア
ウト／デザイ
ンを見直す

顧客対応ス
キルを強化
する研修を
実施する

問合せ対応用
のFAQページ
を構築する

問合せ履歴情
報をデータベ
ース化する

ソリューション

リピート率の
向上

慣例や経験則
に頼らずに発
注ができる【購買部門】

・慣例や経験則で発注してい
るため、在庫の過不足が生じ
ている

・最適な品揃えと在庫
が維持されている

欠品時の機会損
失を防止できる

予約ルール
を制定し、
機能を搭載
する

ルールベー
スの在庫補
充ができる

在庫の補充を
自動化する

傾向把握や
需要予想が
できる

需要予測システ
ムを導入する

ソリューションは
ITだけではない
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観点②－要求とソリューションの段階的検討

21

ビジネス上の
戦略・目標

ユーザー部門の
現場ニーズ

要求（現状→あるべき姿） ソリューション

要求

要求

要求

要求

要求

要求

要求

IT以外のソリューション

IT以外のソリューション

ITソリューション

ITソリューション

ITソリューション

ユーザー部門の現場ニーズは、
ビジネス上の戦略・目標を実
現するための要求体系の中に
位置づける必要あり。

要求が実現出来るのであれば、
IT以外のソリューションであっ
ても構わない。

ニーズの要求化はビジネス上の戦略、
目標への貢献度を考慮し判断。

ニーズを現場が認識していなくても、
ビジネス戦略、目標達成に必要な要求
は追加する

トップダウン視点

ボトムアップ視点

業務とITを切り離して考えない

達成手段（ソリューション＝システム機能の開発など）に捉われず、As IsとTo Beとのギャップを埋める

「条件」や「能力」を要求として整理した上でソリューションを検討することで、IT以外の達成手段を導
き出すことができるようになる。
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観点②－要求とソリューションの段階的検討

22

ビジネス上の戦略・目標（トップダウン要求）に整合させる形で、ユーザー部門の現場ニーズ（ボトムアッ
プ要求）、IT・非ITのソリューションをバランスよく整理する事により、全社の仕組みのベクトルを会社
目標実現に集中させる事を目指す。

現状の姿
As Is

課題

情報システム

ビジネス

戦略

IT戦略

ビジネスモデル
(組織・業務プロセス他)

あるべき姿
To Be戦略

実現
課題
解決

情報システム

ビジネス

戦略

IT戦略

ビジネスモデル
(組織・業務プロセス他)

ビジョン ビジョン

要求

要求

要求

要求

要求 移行のための施策と実行

ガバナンス基準の見直し

組織役割分担の見直し

業務プロセスの見直し

xxシステムのアップグレード

Xxシステムの追加開発

アウトソーシングの利用

運用教育の実施

(ソリューション例)

ソリューション
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観点③－業務とシステムの可視化

23

IT構想・企画

1 要求の取りまとめ

Why
何のために？

2 業務・システムの概要定義

What
どのような仕組みを？

3 実現シナリオの策定

How
どのように実現するか？

Why、What、Howの手順で課題・問題を洗い出してから、業務改革、システム開発の仕方までを検討す
るが、まずはWhyのフェーズの現行の業務とシステムの可視化から始める。

2.2
業務運用の
体制を定義
する

2.5
ソリューション候補を評価する

システム
企画書

1.3
業務・システム
の要求を
概括する

2.1
ハイレベルな
業務プロセス
と概念データ
のモデルを作
成する

2.3
技術的な

アーキテクチ
ャを定義
する

2.4
移行を
検討する

3.1
実現の

シナリオを
策定する

3.2
企画の承認
を得る

1.1
ビジネスの
方向性を
理解する

1.2
現行の業務・
システムを
把握する

①経営層の方針、
課題をヒアリング

②現場の困りごと
のヒアリング

③業務可視化
課題・問題抽出
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観点③－業務とシステムの可視化
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Why 何のために？

現状の業務とシステムを可視化して課題・問題を洗い出すと共に、経営層の方針・課題から導いたあるべ
き姿とのGAPを考慮して、改善スコープを検討する。

1.3
業務・システ
ムの要求を
概括する

1.1
ビジネスの
方向性を
理解する

1.2
現行の業務・
システムを
把握する

①経営層の方針、
課題をヒアリング

②現場の困りごと
のヒアリング

顧
客

営
業
部

店
舗
販
売
員

企
画
推
進
担
当

購
買
担
当

物
流
部

倉
庫
担
当

仕
入
れ
先

蓄
積
情
報

•倉庫在庫引当

•No

•発注

•仕入れ

•店舗配送
•Yes

•入荷

•倉庫在庫

•有り？

•店舗在庫補充依頼

•販売計画立案

•店頭販売

•No
•店舗在庫

•有り？

•Yes

•販売実績集計

発注情報

発注情報

顧客情報

在庫情報 顧客情報

発注情報

顧客情報

受注情報

指定在庫量

在庫情報

補充依頼情報

商品情報 在庫情報

商品

商品

入荷実績

あるべき姿と

現行の業務・システムの

GAPを分析（要求）

課題

問題

課題

問題

①目的・ねらい

②改善スコープ

③優先順位 など

③業務可視化
課題・問題抽出 プロセスマイニング

ツール

現行システムのログ

現行システムの
問題抽出
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DXプロジェクト（新規事業立ち上げ）の例
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DXプロジェクトの実行

DXプロジェクトは、ITソリューションのみに留まらず、様々なソリューションを並行的に、
アジャイルに実施するプログラムである。よって、状況の変化を常に監視し、振り返り、対策
を打って行かなければならない。

要求（現状→あるべき姿）

要求

要求

要求

要求

要求

要求

要求

マーケティング
戦略

マーケティング施策の実行

新業務
の設計

支援システムの構築

バックオフィス業務の実行

営業活動

ITソリューション

顧客のニーズに
応じてシステムの
機能は改修



ご清聴ありがとうございました。

Thank you !


